平成2９年度　第２回気高地域振興会議議事概要
日　時　平成２９年５月２２日（月）午後３時から午後５時２０分
場　所　気高町コミュニティーセンター　２F大会議室
〔出席委員〕

河根裕二委員、池長綾子委員、池原隆秋委員、田中敦志委員、松本弥生委員
横田昭男委員、荒尾 　極委員、水津文恵委員、三澤秀正委員、米田克彦委員
〔欠席委員〕

西尾雅彦委員、田中洋二委員、
〔事務局〕

武田敏男支所長、橋本浩之副支所長、木下敬一産業建設課長、

大角正道市民福祉課長、石井盛光地域振興課課長補佐、岡田久司主幹（都市企画課）
［傍聴者］
なし
◎会議次第

１　開会

２　あいさつ
３　協議事項

　　（１）地域振興会議ブロック会議について
　　（２）視察研修について
４　報告事項
　　（１）気高道の駅基本設計について

　　（２）新市域振興ビジョン推進状況について

　　（３）気高地区地域生活拠点再生整備について
５　その他
（１）浜村地区公民館施設について
（２）防災行政無線デジタル化説明会について

（３）鳥取西道路の施設名称について　　 　
６　閉会

◎議事概要

１　開会

２　あいさつ
３　協議事項

（１）地域振興会議ブロック会議について
【事務局】7月26日水曜日、午後2時開会予定で、ブロック会議を計画しました。
【委員】開会時間をもう少し早めることはできないか。
【事務局】鹿野、青谷と調整して、最終決定は、文書でご案内させて頂きます。
【事務局】議題について、何かご意見はありませんか。
【委員】西地域の活性化に向けて何が出来るかについての具体的な企画や、気高、鹿野、青谷が一体となったイベントなどをテーマにしてはどうか。

【委員】鳥取西道路開通に関連して工業団地を議題としてはどうか。
（2）視察研修について
【事務局】資料１に基づき説明しました。

【委員】視察先では、施設見学だけではなく運営している業者と地域とのかかわり方などについて意見交換ができないか。
【事務局】意見交換が出来るように調整してみます。
４　報告事項

（1） 気高道の駅基本設計について

【事務局】別添資料１に基づき説明しました。
【委員】以前にも指摘したことだが、トイレの位置が建物の奥の方にレイアウトしてあり、利用しにくいと思う。トイレのみ利用される方でも立ち寄ってもらい易いように、別棟にするなど、トイレの位置を考え直してはどうか。
【事務局】構想段階では、トイレは別棟で計画していましたが、現在の基本設計では、道の駅としての認定条件の一つである道路情報コーナーとトイレコーナーとの動線を確保したレイアウトとしています。
【委員】指定管理業者の募集が平成30年度となっており、これでは、業者との間で周辺地域へ相乗効果をどう呼び込むかを検討するのに時間が足りない。指定管理の募集を前倒しするとか、そのあたりの対策はどう考えているのか。
【事務局】気高道の駅（仮称）は、地域の元気を創る「地域センター型」と、地域外から活力を呼ぶ「ゲートウェイ型」の融合型の施設として運営し、西地域の拠点施設となるよう整備していきたいと考えています。それにふさわしい指定管理者を公募で選定し、地元ともしっかり調整し運営してまいります。
【委員】以前に、道の駅周辺に大型店進出の噂を聞いたことがあるが、鷲峰山を眺望できる環境が損なわれないように、施設の南側への建物の建設を規制しておく必要はないか。
【事務局】現時点では、大型店が進出するような話は聞いていません。
（２）新市域振興ビジョン推進計画の進捗状況について

【事務局】資料２に基づき説明しました。
【委員】交流人口は、期待どおりに増加しているのか。
【事務局】現在は、道の駅の整備やまちづくり会社の立ち上げなど西道路の開通後に観光客など交流人口を増加させるため様々な取り組みを進めているところであり、今後これらの取り組みを通じて交流人口が増加することを期待しているところです。
【委員】芸術によるまちづくり推進事業補助金は、浜村温泉映画祭を開催する事を前提に予算計上をしているのか。

【事務局】映画祭の開催を条件としているわけではありませんが、地域と一緒になってイベントを開催していただくことが重要だと考えており、今年も映画塾やワークショップ等を通じて製作された映画を映画祭で上映すると伺っています。
【委員】ビジョンでは各イベントのブラッシュアップが求められていたと思うが、その姿が見えない。抜本的なことも含めて、各イベントのブラッシュアップを求めていくべきではないか。

【事務局】一つの例として、気多の市については、平成26年度に補助金の廃止も含めて検討を行った結果、平成27年度より「いちごフェスティバル」という形でブラッシュアップできたものと思います。他のイベントも内部ではいろいろな検討が進められており、まだ形として外に表れていないものもありますが、毎年少しずつリニューアルしながら、より地域の活性化に繋がるイベントとなるよう検討が進んでいるものと考えています。
【委員】小学校のあり方の方向性について、小学校区ごとに検討すると、町全体としての意見がまとまらないことになりはしないか。
【事務局】小学校の将来の在り方については、校区ごとに検討していただくこととしており、その検討結果をふまえながら教育委員会が調整し、方向性をまとめていくことになると考えています。
【委員】逢坂地区から「気高町内の４つの小学校を１つに統合」という意見は、発議できるのか。
【事務局】地域の意見として、意見書の中に盛り込むことは出来ると考えます。
【委員】農産物加工施設を利用した特産品開発ついてはどのように考えているか。

【事務局】加工施設の特産品については、ケチャップが販売できるようなりましたが、豆腐とか味噌づくりなどかなり利用頻度は高いのですが、特産品の開発までには至っていません。

要望があれば普及所などからも指導していただけますので、長年携わっている方がリーダシップを取って、特産品に結びつくような活動ができるように支援していきたいと考えています。
（３）気高地区地域生活拠点再生整備について

【事務局】別添資料２に基づき説明しました。
特に意見なし。
５　その他

（１）浜村地区公民館施設について

【事務局】教育委員会で、社会体育施設、社会教育施設を指定管理に移行する方向で検討を進めていますが、気高町コミュニティーセンターについては、指定管理の対象外施設とし、浜村地区公民館の単独施設にしていきたいと考えています。
【委員】浜村地区公民館となっても、浜村地区以外の団体は、利用できるのか。

【事務局】浜村地区の方が構成員の過半数を占める団体については、今まで通り利用できるものと考えています。あわせて、ゆうゆう健康館の会議室や農業者トレーニングセンターの研修室なども利用できないか検討しています。
（２）防災行政無線デジタル化説明会について
　【事務局】５月３１日（水）に宝木地区公民館、６月１日（木）に瑞穂地区公民館で説明会をします。
　特に意見なし。
（３）鳥取西道路の施設名称について
【委員】インターチェンジの名称に、「瑞穂宝木インター」と宝木の名が入ってほっとしている。ただし、トンネルに準じて名称がつけてあるとすれば、東側から順に「宝木瑞穂インター」とするのが普通ではないのか。

【事務局】インターの名称はトンネルに準じているわけでありません。
（４）その他
【委員】「貝がら節」の歌い手や踊り手、「酒津のとんどう」などの継承が危ぶまれていく時期にきているように思うが、29年度の予算にはこうしした伝統芸能文化の保存伝承にかかるものが忘れ去られているように見受けられる。また、地域の再生を考えると観光産業が重要で、次年度予算編成に向けて、これらの議論が必要ではないか。
【事務局】地域の伝統芸能については、支所では直接な担当課がありませんので、本庁の担当課に必要なものは要望していきます。また、観光振興については、支所としてもこれまで以上に進めてまいりたいと考えています。

産業振興については、本庁の経済観光部が担当となりますので、ご意見は伝えていきたいと思います。　
６　　閉会

【会長】以上で会議は終了します。
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